
本機は“インフォリチウム”バッテリーおよびリチウムイオンバッテリー（Dタイプ、Rタイプ、
Tタイプ）対応です。必ずソニー製純正バッテリーをお使いください。
“インフォリチウム”バッテリー（Dタイプ）には ロゴ、リチウムイオンバッテリー
（Dタイプ）には ロゴ、“インフォリチウム”バッテリー（Rタイプ）には
ロゴ、“インフォリチウム”バッテリー（Tタイプ）には ロゴが付いています。

InfoLITHIUM（インフォリチウム）はソニー株式会社の商標です。

• ニカドタイプ、ニッケル水素タイプのバッテリーの充電には使えません。
• リチウムイオンタイプのリチャージャブルバッテリーパック（Dタイプ、Rタイプ、Tタイ
プ）以外の充電には使えません。

3-088-615-07(1)

バッテリーチャ－ジャー

使用上のご注意
本機は防じん、防滴、防水仕様ではありません。

充電について
• 専用バッテリー以外の充電には使わないでください。
• バッテリーはしっかり取り付けてください。

充電するときの温度
室温が0℃～+40℃の範囲で充電できますが、電池の性能を充分に発揮させるためには、+10℃～
+30℃での充電をおすすめします。+10℃～+30℃以外では、効率のよい充電ができないことが
あります。

置いてはいけない場所
使用中、保管中にかかわらず、次のような場所に置かないでください。故障の原因になります。
• 異常に高温になる場所
ダッシュボードの上など直射日光の当たる場所や、熱器具の近くには置かないでください。炎天下
や夏場の窓を閉め切った自動車内は特に高温になります。放置すると変形したり、故障したりする
ことがあります。

• 激しい振動のある場所
• 強力な磁気や放射線のある場所
• 砂地、砂浜などの砂ぼこりの多い場所
海辺や砂地、あるいは砂ぼこりが起こる場所などでは、砂がかからないようにしてください。故障
の原因になります。

使用について
• バッテリーチャージャーはお手近なコンセントを使用してください。本機はCHARGEランプが消
えていても電源から遮断されておりません。本機を使用中、不具合が生じたときは、すぐにバッテ
リーチャージャーをコンセントから抜き、電源を遮断してください。

• 充電するときは、バッテリーをバッテリーチャージャーにしっかり取り付けてください。
• バッテリーを斜めに取り付けると端子部分を損傷することがあります。
• バッテリー保護のため、充電が完了しましたら、速やかにバッテリーチャージャーからバッテリー
を取りはずしてください。

• 強い衝撃を与えたり、落としたりしないでください。
• TVやAMラジオやチューナーの近くで使わないでください。

TVやラジオ、チューナーに雑音が入ることがあります。
• 使用後は必ずバッテリーチャージャーをコンセントから抜いておいてください。コンセントから抜
くときはバッテリーチャージャーを持って抜いてください。
バッテリーを持って抜かないでください。

• 本機の接点部に他の金属類が触れないようにしてください。ショートすることがあります。
• バッテリーチャージャーを海外旅行者用の電子式変圧器（トラベルコンバーター）に接続しないで
ください。発熱や故障の原因となります。

お手入れについて
• 汚れがついたときは、柔らかい布やティッシュペーパーなどで、きれいに拭き取ってください。
• 汚れがひどいときは、水でうすめた中性洗剤に柔らかい布をひたし、固くしぼってから汚れを拭き
取り、乾いた布で仕上げてください。

• アルコール、シンナー、ベンジンなどは使わないでください。変質したり、塗装がはげたりするこ
とがあります。

• 化学ぞうきんをご使用の際は、その注意書きに従ってください。
• 殺虫剤のような揮発性のものをかけたり、ゴムやビニール製品に長時間接触させると、変質した
り、塗装を傷めたりすることがあります。
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下記の注意事項を守らないと、火災・感電
により死亡や大けがの原因となります。

指定以外の電池を使わない
火災やけがの原因となることがあります。

ハンマーなどでたたいたり、踏みつけたり、落下させるなど、
衝撃や力を与えない

分解や改造をしない
火災や感電の原因となります。
内部の点検や修理はソニーの相談窓口にご相談ください。

内部に水や異物を入れない
水や異物が入ると火災や感電の原因となります。万一、水や異物が入ったとき
は、バッテリーチャージャーをコンセントから抜いて、ソニーの相談窓口にご相
談ください。

水・海水・牛乳・清涼飲料水・石鹸水などの液体でバッテリー
チャージャーやバッテリーをぬらさない
感電の原因となります。

電源プラグ部は根元まで確実に差し込む
差し込みが不完全ですと、発火、感電の原因となり、やけどやけがをする恐れが
あります。

水のある場所に置かない
バッテリーチャージャーやバッテリーに水が入ったり、ぬれたり、風呂場で使っ
たりすると、火災や感電の原因となります。

下記の注意事項を守らないと、けがをしたり周辺の家財に
損害を与えたりすることがあります。

湿気やほこり、油煙、湯気の多い場所では使わない
上記のような場所で使うと、火災や感電の原因となることがあります。

ぬれた手でバッテリーチャージャーをさわらない
感電の原因となることがあります。

使用しないときは、バッテリーチャージャーをコンセントから抜く
使用しないときはバッテリーチャージャーをコンセントから抜き、バッテリーを
はずして保存してください。火災の原因となることがあります。

安定した場所に置く
ぐらついた台の上や傾いたところなどに置くと、製品が落ちてけがの原因となる
ことがあります。

通電中のバッテリーチャージャー、充電中のバッテリーに長時間
ふれない
温度が相当上がることがあります。長時間皮膚がふれたままになっていると、低
温やけどの原因となることがあります。

バッテリーチャージャーを布団などでおおった状態で使わない
熱がこもってケースが変形したり、火災の原因となることがあります。

安全のために
ソニー製品は安全に充分配慮して設計されています。しかし、電気製品はすべて、まちがった
使いかたをすると、火災や感電などにより人身事故になることがあり危険です。事故を防ぐた
めに次のことを必ずお守りください。

●安全のための注意事項を守る

●定期的に点検する
1年に1度は、電源プラグ部に異常がないか、故障したまま使用していないか、また、電源プラ
グ部とコンセントの間にほこりがたまっていないか、などを点検してください。

●故障したら使わない
動作がおかしくなったり、バッテリーチャージャーなどが破損しているのに気づいたら、すぐ
にソニーの相談窓口にご相談ください。

●万一、異常が起きたら

警告表示の意味
取扱説明書および製品では、次のような表示をしています。表示の内容をよく理解してから本
文をお読みください。

この表示の注意事項を守らないと、火災・感電などにより死亡や大けがなど人身
事故の原因となります。

この表示の注意事項を守らないと、感電やその他の事故によりけがをしたり周辺
の家財に損害を与えたりすることがあります。

注意を促す記号 行為を禁止する記号 行為を指示する記号

1バッテリーチャージャーをコンセントから抜く

2ソニーの相談窓口にご相談くださいb
変な音・においがしたら、
煙が出たら

取扱説明書
お買い上げいただきありがとうございます。

電気製品は安全のための注意事項を守らないと、火災や人身事故になることがあり
ます。

この取扱説明書には、事故を防ぐための重要な注意事項と製品の取り扱いかたを示しています。こ
の取扱説明書をよくお読みのうえ、製品を安全にお使いください。お読みになったあとは、いつで
も見られるところに必ず保管してください。



海外へお持ちになる方へ
本機を海外旅行者用の電子式変圧器（トラベルコンバー
ター）に接続しないでください。発熱や故障の原因となりま
す。

主な仕様
バッテリーチャージャー（BC-TR1）
定格入力 AC100V－240V　50/60Hz

12VA　6W
定格出力 DC4.2V　0.7A
使用温度 0℃～40℃
保存温度 –20℃～＋60℃
最大外形寸法 約47×36×72ｍｍ（幅／高さ／奥行き）
質量 約70g

同梱物
バッテリーチャージャー（BC-TR1） …………（1）
印刷物一式

本機の仕様および外観は、改良のため予告なく変更することがありますが、ご了承ください。

故障かな？と思ったら
もう1度点検してみましょう。それでも正常に動作しないときは、ソニーの相談窓口にご相談
ください。

CHARGEランプが点滅した場合は、下記の手順にしたがって確認してください。

保証書とアフターサービス
保証書
• この製品には保証書が添付されていますので、お買い上げの際、お受け取りください。
• 所定事項の記入および記載内容をお確かめのうえ、大切に保存してください。
• 保証期間は、お買い上げ日より1年間です。

アフターサービス
調子が悪いときはまずチェックを
この取扱説明書をもう一度ご覧になってお調べください。

それでも具合の悪いときはサービスへ
ソニーの相談窓口にご相談ください。

保証期間中の修理は
保証書の記載内容に基づいて交換させていただきます。詳しくは保証書をご覧ください。

ご相談になるときは次のことをお知らせください。
• 型名：BC-TR1
• 故障の状態：できるだけ詳しく
• お買い上げ日

バッテリーを充電する
バッテリーを取り付けて充電します。＊イラストのバッテリーはDタイプです。

1 バッテリーを取り付ける。

2 電源プラグを引き起こし、コンセントへ差し込む。
充電が始まると、CHARGEランプ（オレンジ色）が点灯します。
充電が終了するとCHARGEランプが消えます（実用充電）。
続けて約1時間充電するとさらに長く使えます（満充電）。

バッテリーを取りはずすとき
軽く持ち上げて取り出してください。

充電時間について

使い切ったバッテリーの充電時間。

周囲の温度やバッテリーの状態によっては、上記の充電時間と異なる場合があります。

急いで使いたいとき
バッテリーは、充電が完了する前でも必要なときに取りはずして使えます。ただし、充電時間
によってお使いになれる時間が異なります。

ご注意
• CHARGEランプが点灯しないときはバッテリーがしっかり取り付けられているか確認してくださ
い。しっかり取り付けられないと、充電されないことがあります。

• すでに充電を完了しているバッテリーを取り付けたとき、CHARGEランプが1度点灯してから消
えます。

• 長期間使用していないバッテリーを充電する場合は、充電時間が長くなることがあります。

充電中のバッテリーを取りはずし、もう1度、同じバッ
テリーを確実に取り付けてください。

点灯後、再び点滅しな
かった場合

充電時間が過ぎて充電ラ
ンプが消えていれば、異
常はありません。

再び点滅した場合

別のバッテリーを取り付
けてください。

点灯後、再び点滅しなかった場合

充電時間が過ぎて充電ランプが消
えていれば、始めに取り付けた
バッテリーに異常があると思われ
ます。

再び点滅した場合

バッテリーチャージャーに異常が
あると思われます。 異常がある

と思われる
商品につい
て、ソニー
の相談窓口
にご相談く
ださい。

バッテリーVマークをチャージャーVマークの方
向に合わせて、矢印の方向に差し込んでくださ
い。

CHARGE
ランプ

チャージャー
Vマーク

バッテリー

バッテリー
Vマーク

電源プラグ

奥まで差し込んだ後、カチッと音
がするまで矢印方向に軽く押して
ください。

バッテリーチャージャーの電源プラ
グを下側にして差し込まないでくだ
さい。

バッテリー NP-BD1/NP-FD1/NP-FT1 NP-FR1

満充電時間 約140分 約190分

（実用充電時間） （約80分） （約130分）


